
＊映像の中に聖餐式の時間がとってあります。 
 もし各⾃でパンとジュースを⽤意していただけたら幸いです。 
 
MACF 礼拝説教要旨 
2024 年 9 ⽉ 1 ⽇ 
 【過越と主の戦い】 
  
ヘブライ⼈への⼿紙 11 章 28 節〜29 節  
28 信仰によって、モーセは滅ぼす者が⻑⼦たちに⼿を下すことがないように、 
過越の⾷事をし、⼩⽺の⾎を振りかけました。  
29 信仰によって、⼈々はまるで陸地を通るように紅海を渡りました。 
同じように渡ろうとしたエジプト⼈たちは、おぼれて死にました 
 
＊＊＊ 
いよいよ出エジプトが始まります 
出エジプト記 7 章 
1 主はモーセに⾔われた。 
「⾒よ、わたしは、あなたをファラオに対しては神の代わりとし、 
あなたの兄アロンはあなたの預⾔者となる。  
2 わたしが命じるすべてのことをあなたが語れば、あなたの兄アロンが、 
イスラエルの⼈々を国から去らせるよう、ファラオに語るであろう。  
3 しかし、わたしはファラオの⼼をかたくなにするので、わたしがエジプトの国で 
しるしや奇跡を繰り返したとしても、 4 ファラオはあなたたちの⾔うことを聞かない。 
わたしはエジプトに⼿を下し、⼤いなる審判によって、わたしの部隊、わたしの⺠イスラエ
ルの⼈々をエジプトの国から導き出す。 5 わたしがエジプトに対して⼿を伸ばし、イス 
ラエルの⼈々をその中から導き出すとき、エジプト⼈は、わたしが主であることを知るよう
になる。」 
6 モーセとアロンは、主が命じられたとおりに⾏った。  
7 ファラオに語ったとき、モーセは⼋⼗歳、アロンは⼋⼗三歳であった。 
 
神様からファラオに語ったメッセージは 
『わたしの⺠を去らせ、わたしに仕えさせよ。」 
しかし、ファラオは⼼を頑なにしてイスラエルの⼈々を解放することはしませんでした。 
そこで神様は 9 回にわたってファラオを試しますが、最後の⼿段となったのが 
「過越」という出来事でした。 
まず、その「神様がイスラエルの⺠を解放するようにファラオにもたらした 



９つの災害」ですが 
1. ナイル川の⽔を⾎に変える(7:14-25) 
2. 蛙を放つ(8:1-15) 
3. ぶよを放つ(8:16-19) 
4. 虻（あぶ）を放つ(8:20-32) 
5. 家畜に疫病を流⾏らせる(9:1-7) 
6. 腫れ物を⽣じさせる(9:8-12) 
7. 雹（ひょう）を降らせる(9:13-35) 
8. 蝗（いなご）を放つ(10:1-20) 
9. 暗闇でエジプトを覆う(10:21-29) 

 
過越の祭りの起源 
出エジプト記 12 章 
そして最後が 
10. ⻑⼦を殺す(11 章、12:29-33) 
というものでした。出エジプト記 12 章です。 
⻑いところですが、読んでみてください。 
1 エジプトの国で、主はモーセとアロンに⾔われた。  
2「この⽉をあなたたちの正⽉とし、年の初めの⽉としなさい。 
3 イスラエルの共同体全体に次のように告げなさい。『今⽉の⼗⽇、⼈はそれぞれ⽗の家ご
とに、 
すなわち家族ごとに⼩⽺を⼀匹⽤意しなければならない。 4 もし、家族が少⼈数で⼩⽺⼀
匹を 
⾷べきれない場合には、隣の家族と共に、⼈数に⾒合うものを⽤意し、めいめいの⾷べる量
に 
⾒合う⼩⽺を選ばねばならない。  
5 その⼩⽺は、傷のない⼀歳の雄でなければならない。⽤意するのは⽺でも⼭⽺でもよい。  
6 それは、この⽉の⼗四⽇まで取り分けておき、イスラエルの共同体の会衆が皆で⼣暮れに
それを屠り、 7 その⾎を取って、⼩⽺を⾷べる家の⼊り⼝の⼆本の柱と鴨居に塗る。  
8 そしてその夜、⾁を⽕で焼いて⾷べる。また、酵⺟を⼊れないパンを苦菜を添えて⾷べる。  
9⾁は⽣で⾷べたり、煮て⾷べてはならない。必ず、頭も四肢も内臓も切り離さずに⽕で焼
かねばならない。  
10 それを翌朝まで残しておいてはならない。翌朝まで残った場合には、焼却する。  
11 それを⾷べるときは、腰帯を締め、靴を履き、杖を⼿にし、急いで⾷べる。これが主の
過越である。 12 その夜、わたしはエジプトの国を巡り、⼈であれ、家畜であれ、エジプト
の国のすべての初⼦を撃つ。また、エジプトのすべての神々に裁きを⾏う。わたしは主であ
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る。  
13 あなたたちのいる家に塗った⾎は、あなたたちのしるしとなる。⾎を⾒たならば、わた
しはあなたたちを過ぎ越す。わたしがエジプトの国を撃つとき、滅ぼす者の災いはあなたた
ちに及ばない。  
14 この⽇は、あなたたちにとって記念すべき⽇となる。あなたたちは、この⽇を主の祭り
として祝い、代々にわたって守るべき不変の定めとして祝わねばならない。  
15 七⽇の間、あなたたちは酵⺟を⼊れないパンを⾷べる。まず、祭りの最初の⽇に家から
酵⺟を取り除く。この⽇から第七⽇までの間に酵⺟⼊りのパンを⾷べた者は、すべてイスラ
エルから断たれる。  
16 最初の⽇に聖なる集会を開き、第七⽇にも聖なる集会を開かねばならない。この両⽇に
はいかなる仕事もしてはならない。ただし、それぞれの⾷事の⽤意を除く。これだけは⾏っ
てもよい。  
17 あなたたちは除酵祭を守らねばならない。なぜなら、まさにこの⽇に、わたしはあなた
たちの部隊をエジプトの国から導き出したからである。それゆえ、この⽇を代々にわたって
守るべき不変の定めとして守らねばならない。  
18正⽉の⼗四⽇の⼣⽅からその⽉の⼆⼗⼀⽇の⼣⽅まで、酵⺟を⼊れないパンを⾷べる。  
19 七⽇の間、家の中に酵⺟があってはならない。酵⺟の⼊ったものを⾷べる者は、寄留者
であれその⼟地に⽣まれた者であれ、すべて、イスラエルの共同体から断たれる。  
20 酵⺟の⼊ったものは⼀切⾷べてはならない。あなたたちの住む所ではどこでも、酵⺟を
⼊れないパンを⾷べねばならない。』」 
21 モーセは、イスラエルの⻑⽼をすべて呼び寄せ、彼らに命じた。 
「さあ、家族ごとに⽺を取り、過越の犠牲を屠りなさい。  
22 そして、⼀束のヒソプを取り、鉢の中の⾎に浸し、鴨居と⼊り⼝の⼆本の柱に鉢の中の
⾎を塗りなさい。翌朝までだれも家の⼊り⼝から出てはならない。  
23 主がエジプト⼈を撃つために巡るとき、鴨居と⼆本の柱に塗られた⾎を御覧になって、
その⼊り⼝を過ぎ越される。滅ぼす者が家に⼊って、あなたたちを撃つことがないためであ
る。 
24 あなたたちはこのことを、あなたと⼦孫のための定めとして、永遠に守らねばならない。  
25 また、主が約束されたとおりあなたたちに与えられる⼟地に⼊ったとき、この儀式を守
らねばならない。  
26 また、あなたたちの⼦供が、『この儀式にはどういう意味があるのですか』と尋ねるとき
は、  
27 こう答えなさい。『これが主の過越の犠牲である。主がエジプト⼈を撃たれたとき、エジ
プトにいたイスラエルの⼈々の家を過ぎ越し、我々の家を救われたのである』と。」 
⺠はひれ伏して礼拝した。  
28 それから、イスラエルの⼈々は帰って⾏き、主がモーセとアロンに命じられたとおりに



⾏った。 
初⼦の死 
29 真夜中になって、主はエジプトの国ですべての初⼦を撃たれた。王座に座しているファ
ラオの初⼦から牢屋につながれている捕虜の初⼦まで、また家畜の初⼦もことごとく撃た
れたので、  
30 ファラオと家⾂、またすべてのエジプト⼈は夜中に起き上がった。死⼈が出なかった家
は⼀軒もなかったので、⼤いなる叫びがエジプト中に起こった。  
31 ファラオは、モーセとアロンを夜のうちに呼び出して⾔った。 
「さあ、わたしの⺠の中から出て⾏くがよい、あなたたちもイスラエルの⼈々も。あなたた
ちが願っていたように、⾏って、主に仕えるがよい。  
32 ⽺の群れも⽜の群れも、あなたたちが願っていたように、連れて⾏くがよい。そして、
わたしをも祝福してもらいたい。」  
33 エジプト⼈は、⺠をせきたてて、急いで国から去らせようとした。そうしないと⾃分た
ちは皆、死んでしまうと思ったのである。  
34 ⺠は、まだ酵⺟の⼊っていないパンの練り粉をこね鉢ごと外套に包み、肩に担いだ。  
35 イスラエルの⼈々は、モーセの⾔葉どおりに⾏い、エジプト⼈から⾦銀の装飾品や⾐類
を求めた。  
36 主は、この⺠にエジプト⼈の好意を得させるようにされたので、エジプト⼈は彼らの求
めに応じた。 
彼らはこうして、エジプト⼈の物を分捕り物とした。 
エジプトの国を去る 
37 イスラエルの⼈々はラメセスからスコトに向けて出発した。⼀⾏は、妻⼦を別にして、
壮年男⼦だけでおよそ六⼗万⼈であった。 38 そのほか、種々雑多な⼈々もこれに加わった。
⽺、⽜など、家畜もおびただしい数であった。 39彼らはエジプトから持ち出した練り粉で、
酵⺟を⼊れないパン菓⼦を焼いた。練り粉には酵⺟が⼊っていなかった。彼らがエジプトか
ら追放されたとき、ぐずぐずしていることはできなかったし、道中の⾷糧を⽤意するいとま
もなかったからである。 
40 イスラエルの⼈々が、エジプトに住んでいた期間は四百三⼗年であった。 41 四百三⼗
年を経たちょうどその⽇に、主の部隊は全軍、エジプトの国を出発した。 42 その夜、主は、
彼らをエジプトの国から導き出すために寝ずの番をされた。それゆえ、イスラエルの⼈々は
代々にわたって、この夜、主のために寝ずの番をするのである。 
 
** 
ヘブライ⼈への⼿紙 11 章 29 節の出来事の詳細は出エジプト記 14 章に記録されています。 
ファラオが⼼を変えて、イスラエルの⼈たちをエジプトの軍隊が追いかけるように命じま
した。 



⽬の前は海。後ろからはエジプトの軍隊という状況の中でモーセは⺠にいいます。 
「 13 モーセは⺠に答えた。「恐れてはならない。落ち着いて、今⽇、 
あなたたちのために⾏われる主の救いを⾒なさい。あなたたちは今⽇、 
エジプト⼈を⾒ているが、もう⼆度と、永久に彼らを⾒ることはない。  
14 主があなたたちのために戦われる。あなたたちは静かにしていなさい。」 
 
実はイスラエルの⼈たちは⼝々に⽂句を⾔っているのです。出エジプト記 14 章 10-12 節 
イスラエルの⼈々は⾮常に恐れて主に向かって叫び、  
11 また、モーセに⾔った。「我々を連れ出したのは、エジプトに墓がないからですか。荒れ
野で死なせるためですか。⼀体、何をするためにエジプトから導き出したのですか。  
12我々はエジプトで、『ほうっておいてください。⾃分たちはエジプト⼈に仕えます。荒れ
野で死ぬよりエジプト⼈に仕える⽅がましです』と⾔ったではありませんか。」  
 
しかし、彼らは神様による救いを経験します。⽔が⼆つに分かれ、彼らが渡り終わると、追
ってきたエジプトの軍隊を⽔は飲み込んでしまったのです。 
 
神様が救いの印として塗るように命じた「⼦⽺の⾎」 
そして⽬の前に海、後ろから軍隊という状況の中で「静まる」という姿勢。 
これらは、私たちに対しても有効な「信仰の原点」なのだと思います。 
イエス様の⼗字架の⾎、そしてみ⾔葉を語られた神様への信頼。 
モーセはそれらを⽰しつつ、前に進みました。 
 
神様が⺠の救出の最終的な出来事として⽤意された「過越」 
そこで屠られる⼦⽺、そこで⾷される種無しのパン。 
それはキリストの象徴であり、また私たちの⼼のありようについての 
メッセージです。 
偽りなく、救いを待ち望み、その⾎潮による救いを受け取ることが 
イエス様への信仰としっかり重なる必要があります。 
そして、⼈間的に⾒て万事休すというような状況の中でも 
「神の前に静まることを知る」という⽣き⽅。 
全ては、そこから始まるのだという意識が重要です。 
＊＊ 
礼拝映像は 
https://youtu.be/7nxl02RaraM 
 
 

https://youtu.be/7nxl02RaraM

